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朝日新聞 2013（平成 25）年 10 月 25 日

他に、仁杉 巌（元国鉄総裁、元西武鉄道社長）氏と土居丈郎（慶応大教授）

氏の意見も掲載された。仁杉氏は「安全を確保する大前提は、長年鉄道にかか

わってきた経験から端的に言うと、カネと人、なんです。お金がなければ、た

とえやりたくてもできない。労使関係も最終的には財源次第、という面があり

ます。」と言われ、私の問題提起を裏付け下さった。（阿部コメント）
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ＪＲ北事故報道への意見

H26.3.11まで（105件）

ＪＲ北海道脱線事故については、各

局で様々な鉄道評論家などを招い

てコメントを求めていましたが、関

係者への配慮が働いているのか、あ

まり的を射たコメントがありませ

んでした。そのなかで貴兄のコメン

トは的確でインパクトがありまし

た。

私自身も度重なる事故に心を痛め

ておりますが、阿部社長が仰られて

おられた通り、ＪＲ北海道だけでは

なく国を挙げての対応が必要だと

思います。個人的には、鉄道貨物輸

送の長距離輸送シェアが高い北海

道では重量級の貨物列車が頻繁に

高速で通過することや、広い地域の

保線を対応するのにもかなりのコ

スト負担になるのが気に掛かって

おります。少なくとも〝弛んでいる

〟の一言で済ますことなく、真の原

因を追究し、事故撲滅を達成される

ことを懇願しております。「日本の

鉄道＝安全・正確・快適」をいつま

でも旗に掲げて頂きたいです。

北海道の鉄道事情がよくわかりま

したし、ゆっくり落ちついてしゃべ

られていたので、とても聞きやすか

ったです!!

とてもひどい話ですね。ＪＲ北海道

の技術に投資する余裕の無さ、身の

入れ方がないのでしょうか。それと

も鉄道を走らせる気持ちが無くな

ったのでしょうか。

首都圏に住んでいますが、私は原則

的にＪＲは出来る限り使わないこ

とにしています。気分的なものが大

部分ですが、東急の運賃の安さ、京

急の運休の少なさなどを大いに買

っています。一方でちょっと何かが

あるとサッサと運休するＪＲの根

性のなさ。

拝見しました。分かり易い説明で良

かったと思います。

北海道の人口密度、ひいては輸送密

度、本州と違って、オーストラリア

やアメリカ・カナダのような大陸国

並みなので。しかも冬は雪が降り。

道路が整備されモータリゼーショ

ンが進んだ今日では、輸送需要のそ

もそも低い北海道では、一部都市

圏・都市鉄道を除き、道路や空路で、

そのほとんどを賄うことができて

しまうんだと。なので現在のような

鉄道路線網を維持する、すっかり細

った鉄道収入で、その膨大な保線コ

ストを捻出することは、そもそも困

難があるんだと思います。

輸送機関としての鉄道の安全を揺

るがす事件事故でした。基本に戻り

なぜこういう事が起きたか根本原

因を究明し改善するべきだと思い

ました。人身事故をともなわなくて

よかったと思いますがＪＲ北海道

の運転手さんの身の安全、会社とし

ては社員を大切に考え命を守る姿

勢が欠如しているように思えまし

た。

そーですね！国が対応すべきです

ね！同感です。

同感です。やはり財務体質改善が急

務と判断しました。

基本的に、私も阿部社長の仰ること

に賛成です。当面の資金難の解決に

は積み増しなどによる補てんしか

ないでしょう。

マスコミは単に国民に迎合するの

ではなく貴兄が言われているよう

な真実をちゃんと、報道すべきです

ね。原発事故も然りですね。

北海道ＪＲの問題点のご指摘。納得

です。国労などの労組体質の問題が

まったくないとも思えませんが、本

質をついたご指摘は重要です。超低

金利が続いたことは国鉄基金同様、

様々な財団が窮地に陥っている現

状と重なります。対応を急ぎます。

いずれにせよ、公共交通の雄である

鉄道について、阿部様のプレゼンス

が高まることはLRT促進の観点から

もプラスです。今後のご活躍を期待

いたします。

私も阿部さんの趣旨に賛同します。

私も、福知山線の事故などを念頭に

おいて

・安全な交通環境を実現するという

社会全体が取り組むべき問題に

対する責任を、民間企業に押し付

けている現在の交通政策こそ変

えるべき。

・鉄道に高度の安全性を求めるのは

よいとしても、同様の高度の安全

性を自動車にも求めるべきであ

り、現在の不平等な政策や報道姿

勢が、結局、「安全な鉄道を駆逐

し、危険な自動車に頼らざるを得

ない社会」を形成している。

などのことを話してきました。

昨日、たまたま○○鉄道の社長さん

と一緒にいましたが、「ＪＲ北海道

の件で、国交省からまた厳しい点検

の指示がきている。運輸事業はます

ます厳しくなるばかり。」と話して

おられました。マスコミは、「だっ
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たら運輸事業をやめればいいじゃ

ないか」というつもりでしょうかね。

地道にまじめにやっている多くの

事業者が、大変厳しい状況にあるこ

とも知ってもらわなければいけま

せんね。

鉄道の経営を困難に陥れる構造を

理解しないままの鉄道会社批判は

深刻な問題ですね。このニュースを

機会に、鉄道経営について最低限の

勉強をせねばと思います。一方で、

自動車交通は、昨日も京都で 18 歳

男性のドライバーの異常なスピー

ドの車で多くの小学生が重軽傷を

負いました。ドライバー、規制主体、

自動車提供者、道路管理者が別々で、

責任が結局はドライバー個人に帰

せられ、保険で負担が分散され、被

害（加害）の根本が放置され、鉄道

のような厳しい批判にさらされる

ことはありません。あらためて、自

動車交通の無責任・責任回避の構造

の恐ろしさを感じます。

阿部さんのおっしゃるとおり、正し

いことをどんどん言ってくださ

い！お願いします。先日、ＪＲ北海

道は日本一（世界一？）きびしい条

件で使用している気動車のエンジ

ンを大修繕したり、新車を購入する

お金もないとお話していた矢先に、

このような事態に、なるべくしてな

ってしまったのは残念です。本当に

日本のマスコミはひどいですね。ひ

たすらバッシング。なにも解決でき

ません。

監査して、捜査して、誰かを犯人に

して、社長をクビにして、これでは、

何も良くなりません。財務的、技術

的、人員的にもＪＲ北海道は完全に

限界です。特に技術的に限界です。

この状態でも、青函トンネルのメン

テナンスから、根室、稚内まで列車

を走らせていることが驚きです。私

鉄であれば、とっくに倒産していま

す。鉄道というすぐれた交通を無視

して、北海道じゅうに、とんでもな

い高規格な国道や農道、高速道路を

税金で作った国策が間違っており、

犯人は日本国、政府だと私は思いま

す。観光やお盆のピークでも人が乗

らない線区、区間は、もうＪＲによ

る鉄道経営は絶対無理と直感しま

した。バスや車のほうがはるかに便

利に、速く、安く移動できる状況な

のです。今回の一連の事象を含めて、

ここまでの状態に追い込んでしま

った国と北海道に、責任がある、と

私は思います。

確かに公共交通機関として国が手

を、というご意見は一見正論に見え

ますが、ではなぜ民営化したのか、

という時点に遡る必要があると思

います。

何年か前に社長が自殺して後任が

暫く決まらなかったが、国鉄を民営

分割した時に有能な人材をＪＲ北

海道に配置しなかったとの話も聞

いている。今までの一連の事故や不

祥事は会社としてのマネジメント

ができていないのが原因だから、私

はＪＲ北海道をＪＲ東日本に吸収

させる以外には解決策は無いと思

っている。

確かに貴見の如く、経営環境にも原

因があるのでしょうね。儲けている

会社からの北への、国鉄の負の遺産

の移動も含めて、お金の移動・援助

は出来ないものでしょうか。

「予算不足」「内部の連絡の不備」

がその本質ではなく、労使間の断絶

にあるとのこと。中島前社長の自殺

も労使問題で心労が重なったこと

が原因とあります。今回のことで特

急の運行本数を減らす、スピードを

落とすと言った話が出ていること

に対し、現場からは「我々の言う通

りになった。」と勝ち誇った声が上

がっているとのこと。こちらの方が

本質的で深刻な問題の様に思えま

す。

私も最近のマスコミの姿勢には疑

問を持っております。昨日の会見中

の車両トラブルにしても、あの程度

のトラブルなら鉄道会社ではそう

珍しくない事象（もちろんないこと

には越したこともないのですが）で

すが、記者会見の記者の鬼の首でも

取ったような態度、ＪＲ北がさも何

も反省していないような報道姿勢

には、疑問を超えて怒りさえ覚えま

す。阿部様のご尽力でこのようなく

だらない流れが変わっていくこと

をお祈りいたします。

安全投資に資金が回らなくなれば、

負のスパイラルになりますね。

「今後どうするのか」という問題が

ありますが、末端まで目が届かない

でいることは歴然としていますか

ら、たとえば地域毎の分社化、完全

事業部制という方法もあるのでは

ないでしょうか。民間の経営アドバ

イザーを導入することも必要かも

しれません。

ＪＲ北海道の事故多発問題で、「地

域経済を支えるインフラ基盤に対

して、単純な一企業の安全責任問題

で済ませるべきではない」という視

点からのご意見は貴重だと思いま
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す。もちろん、ＪＲ北海道の安全管

理体制の不備には弁護の余地はあ

りませんが、地域の衰退という根本

的な問題から目を背けていては、い

くら安全マニュアルを整備したと

しても対症療法に終始するような

気がいたします。

ＪＲ北海道がマスコミに叩かれて

いることを知りました。それに対し

てご意見を述べておられることに

敬意を評します。ＪＲ北海道の再興

を願っています。

公共の交通手段がどのようになる

のか、危惧されます。弱者がますま

す弱者になる、政治的な背景もある

のではないでしょうか。収益だけを

考えている企業になりつつあり、利

用するものも、働く者も、国鉄に戻

すことも視野に考えたいものです。

阿部先生言うととおりですね、、、他

府県とは異なり、人口密度も極端に

少なく、酷寒の大地。各ＪＲ鉄道会

社から援助分担金、リニア新幹線で

すかね、、、、。

報道の仕方では素人キャスターや

レポーター、ゲストが一方的にその

場の感情でコメントしているのが

気になります。木まくらぎ犬釘止め

が悪いという言い方がされていま

すが、これはこれで正しい材料を使

っていたということは報道されま

せん。材料が悪いのではなく管理が

悪かったのです。これをＰＣまくら

ぎを使わない会社が悪いというロ

ジックには反対です。マスコミはい

っときの批判バッシングによりネ

ガキャンを進めるが、その後のフォ

ローや改善努力には無関心である

ことに腹が立ちます。

阿部社長のご意見、全くその通りと

思います。数年前にＪＲ北海道で現

地測定を実施しましたが、その際に、

厳しい環境のなか列車を運行する

現場の方々に助けられ、北海道の仕

事はしっかりやらないといけない、

と思いを新たにしたことを思い出

します。

なるほどと思います。原発の東電も

同様に「民営の失敗」を示している

のかもしれないですね。

ＪＲ北海道問題は，ＪＲの日常のメ

ンテナンス・対応の悪さが指摘され

るのは当然ですが，経営基盤の問題

を含め公共交通に対する行政の関

与，市民の利用・責務等，問題の背

景をマスコミは報道しなくてはい

けませんね。とかくマスコミはシナ

リオの流れの中で，おもしろおかし

くと言っては失礼かも知れません

が，視聴者受けする過剰報道が否め

ません。

阿部さんご指摘のように北海道Ｊ

Ｒは相当に疲弊しているのでしょ

うね。広いカバー範囲、低い人口密

度、トラック輸送の一般化・高速化、

等々鉄道を残すには厳しい環境な

のでしょうね。専門家として、良い

アドバイスを期待しています。

ＪＲ北海道の脱線事故に関する報

道をみて、漠然としてですが、ここ

に至った原因をみんなが考えてみ

る必要性があるように思いました。

地方における公共交通の在り方が

問われている事故だったように痛

感しています。

ＪＲを批判することは何の解決に

もなりません。この機会に、道路と

いうインフラに対して手厚く投資

し、あるいは高速道路の料金引き下

げなどで補助する一方、鉄道に対し

て、公的な支援が不十分であること

をおっしゃってください。特に、イ

ンフラ費用も含めて民間鉄道事業

者が負担を背負いこむ日本は世界

の非常識であるということを。ただ、

その場合も国の丸抱えがよいとい

うイメージではいけないので、道路

と同じようにインフラをしっかり

支えることで、ガバナンスの利いた

民間会社としての活力が発揮でき

るという点も加えてください。土俵

があって初めて相撲が取れるので

すから。

私も、スケープゴートを作って批判

だけしていても何も解決しないと

考えています。

阿部さまの発言は、現在の報道の風

潮に対し、一つの流れを示されたよ

うに感じております。

本来、輸送手段として鉄道、船舶は

極めて優れたものと思いますが、無

策な交通行政のせいもあり、ローカ

ル線は年々廃止されております。鉄

道は本来公共事業であり、行政もも

っとバックアップしていかねばな

りません。

日本のマスコミはいまや完全にバ

ラエティ化していて、本来持つべき

使命など全く理解していないと思

っています。これからはあらゆる分

野でメンテナンスの重要性がクロ

ーズアップされると思っています。

今回の各報道内容に関しては、私も

納得できないものを感じています。
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今回の問題は、お金も出さずに採算

の取れない地域で事業展開させて

いる（あえて「させている」と書き

ました）国の責任と言えると考えて

います。そんなお金のないところで、

保守点検の人員や機械を投入する

ことの困難さが報道等では触れら

れていませんし、そこが問題なので

はないでしょうか。今のままの無自

覚で無責任な報道姿勢は、道民の生

活の足を、国民みんなの観光やビジ

ネスの足を奪っていくことになる

のではないかと危惧しています。

ＪＲ北海道を巡る問題点はまさに

ご指摘のとおりと思います。国策と

して設立され、分割民営化され、道

民の足と私企業の二重の足かせに

よる経営の困難さは大変なものと

感じられます。まさに正論に触れさ

せていただきました。

低金利のなか経営安定基金の運用

益が不足し、修繕費を減らさざるを

得ないという面もあります。

ＪＲ北海道問題で予算云々で逃げ

ようという動きが出たらアウトで

す。世論に叩かれるのは目に見えて

いますし，事態を更に悪くします。

北海道地方は、日本の他の地域と異

なる地理的・気候的な特徴をもって

おりますので他の地方鉄道と同様

の視点では、鉄道運営や国の補助に

ついて議論はできないと思います。

道民も、北海道に鉄道は本当に不要

なのか、維持するにはどのようなサ

ポートが必要か等の議論が必要だ

と思います。

ぜひ阿部さんには、「ＪＲ北海道の

自助努力」と「国を含めた外部支援」

をセットで主張していただき、報道

等にもそれを条件に対応していた

だけないものかと思います。

今、日本は少子高齢化で、10年～20

年後の地方の村は消滅し、街も寂れ

るばかりとの予測もあります。そう

なると、北海道だけでなく全国的に

鉄道の縮小が進むのではと心配に

なります。移動手段のない弱者はさ

らに行動範囲が狭まり「長寿の国」

が一気に危うくなるでしょう。これ

まで安全・安心・正確・エコ等、鉄

道の良さを十分に発揮している国

だけに引き続き鉄道を見守って行

きたいと思います。

ＪＲ北海道問題についてはまった

くおっしゃるとおりだと思います。

日本のマスコミ，特にテレビマスコ

ミの堕落はひどいもので，見る価値

がない，だれかをスケープゴートに

することによって溜飲を下げる，ま

さにそんな感じです．

民営化以降の合理化もあって、若年

層の増加といった組織の変化と旧

態依然とした変化していない施設

設備のギャップが埋まることなく

毎日を必死に鉄道施設の維持管理

に努めている。

ＪＲ北海道の件に限らず、昨今のマ

スコミにおける何でもバッシング

する報道姿勢は、本当に見苦しいで

す。マスコミは、もっと冷静に問題

の本質を国民に伝えるべきだと思

います。

阿部さんには、どのような場でも、

正論にて物申していただくことを

願っています。

「ＪＲ北海道さんのための同情的

な議論」に終始することなく、「日

本全国の鉄道の安全確保と利用促

進」を論じる有益な議論であってほ

しいと思い、あえてお伝えする次第

です。

阿部さんの意見に賛成です。

赤字続きで、充分な保守体制を取れ

なかった結果であるのに非難だけ

する。真の、原因究明と解決策を提

言したマスコミは皆無である。と、

云う事で、マスコミには大変な憤り

を禁じ得ません。是非、阿部さんに

叫び続けて頂きたいと存じます。

商品開発で言うところの品質管理

が、輸送関係の安全管理になるかと

思いますが、作り手と評価者が同じ

組織であるとどうしても手心が入

ります。

貴重なご指摘ご提言を出発点とし

て、今週末の日本交通経済学会でも

議論が活発に交わされるものと予

想しております。

地方の公共交通に対する環境は厳

しいものがあります。これからも

様々な提言をしていただき、交通弱

者のためにがんばってください。

鉄道か道路か，過疎化して経営効率

が上がらない地域をどうするかは

国として考えなければならない問

題，民営化で全て解決済みと錯覚し

ているのでしょうか。

経営人と何もしない国鉄労組の問

題では、、、
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朝日新聞「オピニオン」欄「都市交

通網、都市も負担を」を拝見いたし

ました。ＪＲ北海道の問題について、

わかりやすい論旨で問題点を抽出

しており、読者に「なるほど」と思

わせる説得力があると思いました。

論客３人のうち元総裁の仁杉さん

よりも上、トップで紹介されている

のも頷けます。ご提案の内容が実現

に向け動き出すことを期待してい

ます。

仁杉元国鉄総裁は、材料の経年劣化

の観点から「インフラのリニューア

ル」をめぐる“～すべき”論に終始

していますし、土居慶大教授は、資

本主義の株主責任論に基づいて突

き放した持論を展開しており、地域

経済の観点に欠けます。「交通ユニ

バーサル税」の創設を掲げた阿部さ

んの主張が、地域再生の具体的な筋

道を明示しており、３名の中でトッ

プの位置に掲載されているのも頷

けます。

背景、経緯が良く分かりました。為

になるし、問題意識が高まります。

政治家により翻弄された公共交通

ですが、その反省の声が聞こえない

のは残念ですし、メディアもしっか

りしないといけないですね。

交通ユニバーサル税は理念整理が

難しく、北海道開発庁予算にＪＲ北

海道運営安定化予算を組み込む方

が現実的です。３島ＪＲまとめて取

り組もうとすると、関係者が増えす

ぎ利益が錯綜し、道路族や自動車族

にも刺激を与えることになります。

国民の関心の高いうちに、まず「Ｊ

Ｒ北海道を応援しよう」との機運を

高めることが大切でしょう。

インフラを北海道庁へ移管し、道庁

が真剣に地元の将来のあるべき姿

を考えた交通計画を立案・運営する

（欧州と同じ）形態を導入すること

が肝要です。欧州並み（以下）の輸

送密度しかない鉄道なのですから、

欧州のような鉄道運営制度を導入

することが、最も常識的な対策と考

えます。

ＪＲ北海道の実情を知ることが解

決策に結びつくことから貴重な意

見と受け止めています。

現代は、皆、本当の原因を知ってい

るのに言えない時代です。広い北海

道で絶対的な客数が少なく、収益が

少ないのは、素人の私にも解かる事

です。どのメディアを見ても批判ば

かりで阿部さんの様な切り口で見

ているところは、無さそうです。こ

れからも真実を発信して下さい。

「国の運輸政策」の問題との主張に

ついては、全く同感です。問題は北

海道の鉄道路線に隣接する道路に、

湯水のごとく公的資金を導入し、鉄

道には自立経営を求めるモード間

のアンバランスにあると考えます。

また、通勤混雑を耐え忍ぶ首都圏の

通勤利用者が、社会的に存続意義の

無い北海道の地方路線を維持する

ことは、受益者負担の原則からも逸

脱していると考えます。

ＪＲ北海道に対するご意見、当方の

ような素人にとっても経営陣の刷

新だけでは問題解決とはならない

こと、よくわかりました。その上で、

直近の課題である安全対策を如何

に早急かつ無駄なくするか、その負

担をどのように手当てするかが課

題であるとわかりました。

おっしゃるとおりです。頑張って下

さい。

意見に全く賛成！！

ＪＲ北海道を一方的に非難するの

は、おかしいと思います。おっしゃ

るとおり、東電もそうですがもっと

国が関与して責任を取るべきだと

思います。

３島ＪＲは国有の状態にあり、国土

交通省が事故の監査だけに力を入

れているのは一寸不思議です。国鉄

の分割民営化で国鉄の再建が進ん

だかの様に見えますが、根本的には

経営資源の有利な本島３社が何と

かなっているだけで、貨物と３島の

ＪＲは民営化が成功したかどう

か？ 新聞などに見るＪＲ北海道

タタキは一面の真実は伝えている

もの、建設的では無いように見えま

す。

貴見の通り、経営陣刷新で北の状況

が好転するとは思えません。政府が

直接関わらねば無理かも知れませ

んね。

革マル系の労組（当局の指示に従わ

ない？）が、社員のモラルに影響し

てないですかね。この影響排除対策

が、病巣摘出が是非必要でしょう。

この際、膿は表にきちんと出すべき

です。そのうえで、経営刷新や細部

の改善に向けた御説は尤もであり、

これらが採用・実行されることを強

く支持します。

ＪＲ北海道問題は正論が求められ

ているわけで、貴社において「阿部

先生の良案」が世に出ることは極め
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て意義があると思います。

阿部さんの勇気のあるご発言,お便

りには共感できるところが大きい

と感じております。様々な逆風に負

けず、是非これからも積極的に正し

いとお思いになるご意見を発信し

ていただきますことを願っており

ます。

一貫したご主張に感服します。国は

どう始末をつけるのか注目します。

賛同出来る所ありコメントに感激

しました。短絡的にＪＲ北問題だけ

で考えるのでなく国の交通施策の

在り方を考えていかなければなら

ないと感じます。

ＪＲ北海道の話は全く同感です。と

ても残念な方向に走ってしまって

いる様です。これを政治の道具に使

われてはいけないですね。国会或い

はメディアに物申す人が必要だと

強く感じます。

政治家のマスコミ受けする言動や、

マスコミが世論をおかしな方向に

向わしてしまい、本質を見失ってい

る例は多々あります。ＪＲ北海道問

題の行き着く先は、さらなるリスト

ラとローカル線の廃止だと思って

います。併せて、東京オリンピック

の頃は地方の切り捨てになってい

なければ良いのですが・・・。

ＪＲ北海道のデ－タ改ざん問題等

に端を発した鉄道会社のあり方論

議等で、阿部さんが終始正論を発し

続けておられることに、改めて敬意

を表する次第であります。

ＪＲ北海道につきましてはＪＲ東

日本への吸収以外方法は無いと思

っています。さらにＪＲ四国もＪＲ

西日本に吸収すべきだと思ってい

ます。ＪＲ統合も視野に入れて検討

したらよいと思っています。

下記の部分は私も全く同意見です。

「鉄道人の一員として明確に申上

げますが、ＪＲ北の経営陣やスタッ

フが鉄道魂を持っていないわけが

ありません。好き好んで事故を起し

ているわけでもありません。そこに

至ったやむにやまれぬ事情がある

のです。事実関係を丁寧に整理すれ

ば、本件は経営者の手腕や社員のモ

ラルの問題でなく、政治家の振舞い

を含む国の運輸政策の問題です。」

私も「正論を言い続ける」ことに強

く賛同し、何も具体的なお力になれ

ませんが、心よりエールをお送り致

します。

皆さんのマスコミ批判・不信はすご

いですね。ただ、「マスコミ」とひ

とくくりな点が多く見受けられる

のは、「鉄道ファンの新聞社社員」

としては、少し悲しいです。鬼の首

を取ったような取り上げ方や、記者

会見で記者が無礼な言葉を使うの

は問題だと思っていますが、改ざん

も含めて、ＪＲ北海道の対応はひど

いなあと私は思っており、ＪＲ北海

道への批判的な報道・報道機関に対

して、この皆さんと同じように批判

することは、私にはできません。

阿部さんは、既に回答をお持ちだと

存じますが、実現に向けて、ご活躍

ください。

根本原因は、国鉄経営改革のスキー

ムの前提条件が崩れたことにあり

ます。経営安定基金の運用益減、鉄

道軽視の交通政策（高速道路建設お

よび無料化）、ＪＲ貨物の経営が今

回の問題を引き起こした大きな要

因と考えられます。ＪＲ貨物につい

ては、施設の維持管理費用は基本的

には旅客輸送で賄う前提で線路使

用料を低く設定しています。単行若

しくは2-3両編成の旅客列車が運行

している線区で、貨物列車が旅客列

車よりも多数運行されているよう

な線区で、線路使用料が低いままで

いいのかとの疑問が生じます。ＪＲ

貨物の経営が苦しいからとの大義

で、ＪＲ各社が費用負担している状

態はいずれ破たんするでしょう。根

本にメスを入れない限り、経営者を

交代させても、状況は変わらないで

しょう。このような問題はＪＲ北海

道に限らず、厳しい経営環境にある

他の鉄道事業者にも内在している

と考えるべきでしょう。

ＪＲの問題よくわかりました。ます

ますのご活躍を期待しております。

ＪＲも電力会社も地域独占で規制

緩和で分割されても競争原理が働

かないので意味がないので構造を

変えるべきだと思われる。

ＪＲ北海道はＪＲ東日本等と合併

させるべきです。人口が少なく経営

が厳しい地域のみでは無理があり

ます。制度の設計が悪いのにこねく

り回しても無理があります。官僚も

政治家も経営学なり経済学なりが

わかる人の意見を聞いた方が良い

と思います。制度は社会コンセンサ

スが得られればいくらでも変更可

能です。

北海道を見て見ぬ見殺しは残念で
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す。明治の北海道開拓の精神を抹殺

しています。いまこそ、ホールディ

ング体勢を強化し、日本国としての

視点から立ち直す絶好のチャンス

だと思います。日本国民が平等に生

きる政策がモット重要と思います。

日ごろからＪＲ北海道問題に関す

る適切な発言ありがとうございま

す。

かねがね阿部さんが主張されてい

る論調に私も心秘かに同調してい

ましたが、やはり進むべき方向によ

うやく国も重い腰を上げてきたよ

うに感じられますね！

行政側の安全確保体制も長く続く

国家公務員の定員削減の影響が北

海道運輸局のような末端組織に一

番しわ寄せが来ていることもご指

摘頂ければ幸いです。行政組織につ

いては、不必要な事業規制にかける

人員は削減すべきと思いますが、安

全の確保に関する人員の確保は国

民の安全安心のためにもしっかり

確保すべきものだと考えます。

それにしましても、ＪＲ北海道の暗

雲はいつ晴れるのでしょう！ 道

内／貨物列車の脱線事故の多さは

異常だと思っていましたが、今回表

に現れた事故原因につきましては、

唖然とするばかりです。今夏も道北

から道央、道東から道央と、２回渡

道していますが、もはや北海道にお

いては「列車は運賃が高くて、しか

もアテにならないもの」と、定説の

ように成り下がっています。

ＪＲ北海道も経営が大変なようで

すね。かと言って事故を起こしても

良い事にはなりませんですね。他の

利益の上がっているＪＲからの支

援金など出せないのでしょうか。路

線を縮小するとか何か対策を考え

ないと営業停止になってしまうの

では。

これは近い将来、阿部さんが総合交

通評論の分野で活躍される予感が

しました。それにしても、ＪＲ北海

道の経営は深刻ですね。番組でのコ

メントにあったように、民営化の負

の部分が、郵便局問題と同様にでて

きているようです。

貴兄の意見がいろいろ取り上げら

れて、張り合いがありますね。ご活

躍のほどを！

分割民営化の段階で、北海道は元来

赤字が予想され、しかも高速道路千

円など、行政の支援が道路に偏って

いる現状の中、公設民営の必要性な

どをにおわせる発言がコメンテー

ターからも出され、興味深く視聴い

たしました。民営化すれば何でもよ

くなる、という幻想からようやく目

を覚ます国民も多くいるように思

います。高齢化が進む日本で、鉄路

をはじめとした公共交通の重要性、

あり方を見つめなおすきっかけに

なれば、ＪＲ北海道の事故も無駄に

はならないのではと思います。

弊社もＪＲさん同様、設備産業でご

ざいます。小職も、外設備（電柱、

ケーブル等）の建設保全に関わって

参りました。他山の石とさせていた

だき、自社（自ら）の振る舞いを見

直す機会にしたいと思った事故で

ございました。

阿部先輩の主張が広まっているみ

たいで、なによりです。

今回の事象に伴い、処置状況報告に

追われています。もともとしっかり

やっている身としては、仕方ないと

は感じても士気に若干影響します

ね。全国の鉄道事業者で同じように

調べているとは思いますが、ローカ

ル私鉄等は戦々恐々としているの

ではないでしょうか。今回の事象を

機に、列車運行の安全に余裕をもっ

て経営できない会社については、公

共輸送機関としての必要性を地域

で判断した上で、上下分離等公的資

金を導入しやすくなればいいと思

っております。しっかりとした技術

的背景を持った発言に今後とも期

待しております。

ＪＲ民営化を総括し、地方に財政負

担を強いている電化率０％の化石

燃料消費型公共機関を低減し、再生

エネルギー使用の電化率 100％のＪ

Ｒ北海道を構築し、人口密度の低い

世界地域におけるモデル公共輸送

システム計画検討を提案します。

レールを調べているシーンが放送

されてましたが、なぜ、試験車両に

車輪の動いている状態をモニター

して、リモートで監視していれば、

欠陥箇所は分かると思いますにの、

そのように省力でも安全に配慮す

ることがないんですか。広い北海道

ですが、色々と知恵を働かせて、ハ

ンデキャップを克服していくべき

と考えます。

ＪＲ北海道問題はとりあえずの収

束に向かうと感じておりますが、国

がどこまで責任を果たしていくか

はこれからしっかりと見ていく必

要がありますよね。


